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１ はじめに  
近年，地域の自然環境を把握する方法とし

て，広域な情報を同一精度で土地被覆状態や

植生状態を把握することができる衛星リモー

トセンシングデータが活用されている。 
衛星データから土地被覆状態を判読するに

は，教師データとのデータの類似性により分

類する最尤法や，データの類似性を自動判断

し分類するISODATA法等が用いられる1)。こ

れらの分類に使われるデータは，共に一時期

の異なる波長帯観測データである。一方，緑

比率や植物の生育状態等を判読する方法とし

ては，一時期の衛星データの近赤外波長域と

可視赤波長域の値から算出するNDVI2)が用

いられる。 
本研究は，季節の異なる2時期のNDVI画像

を使った土地被覆分類画像の作成について報

告するものである。 

２ 画像処理方法と使用データ 
Fig.1に示すように，土地被覆分類画像は，

季節の異なる2時期の衛星データから算出さ

れるNDVI画像をレベルスライス後にオーバ

レイすることにより作成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
Fig.1  image processing method 

  使用した衛星データは，米国メリーランド

大学GLCF3)が無料公開している東京を中心

としたパス107，ロー35の画像である。衛星

データ情報をTable 1に示す。 

Table 1 Satellite data information 

Date Satellite Sensor 

May 21,1987 LANDSAT 5 TM 

Sep. 24,2001 LANDSAT 7 ETM 

  
本来，分析に使用するデータは，季節の異

なる同一年撮影のデータが望ましいが，

GLCF提供データには同一年画像が存在しな

かったため，本研究では，観測年の異なる前

記データを使用した。 
また，NDVIの値は，衛星データのDNを放

射輝度に変換した後，次式によって求めた。 
NIR－IR 

NDVI＝       (1) 
NIR＋IR 

ここで，NDVI：正規化植生指標（-1～+1） 
NIR：近赤外波長域の放射輝度(mW/cm2・sr) 
IR ：可視赤波長域の放射輝度(mW/cm2・sr) 
NDVI画像のレベルスライスは，Table 2に

示す5パターンとした。 

Table 2 Level slice range for NDVI 
NDVI  
in 1986 

NDVI  
in 2001 

Land 
covering 

0.30～1.00 0.30～1.00  Vegetation 

0.10～0.29 0.10～0.29  Vegetation 

0.00～0.09 0.00～0.09  Vegetation 

-0.17～-0.01 -0.24～-0.01 Soil etc. 

-1.00～-0.18 -1.00～-0.25 Water 
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ここで，水域とその他を分ける閾値は，画

像のヒストグラム形状の谷の値とした。 
また，幾何補正処理は，1987年画像を対象

に，アフィン変換並びに最近隣内挿法を用い

て2001年画像に合わせた。なお，幾何補正変

換精度は1ピクセル以内である。 
土地被覆分類画像は，1987年のレベルスラ

イス画像に青色と緑色を，2001年のレベルス

ライス画像に赤色を割り当て，カラ―合成す

ることにより作成した（Fig.2参照）。ここで，

分類クラス数は25である。 
なお，画像処理には，フリーのリモートセ

ンシング画像処理ソフトウェアRSP4)を用い

た。 
 

 
Fig.2 Land covering classification image 

 

３ 土地被覆分析結果 
NDVIを基に作成した土地被覆分類画像か

ら，以下の結論が得られた。 
(1) 水田は，利根川及び小貝川沿いに分布し

ていることが確認できた（Fig.2参照）。 
(2) 年度の違う画像を用いて解析したため，

羽田空港等，東京湾内において新たな埋

立地（赤色）が確認できた(Fig.3参照)。 
(3) 都心の皇居，赤坂御用地，新宿御苑，明

治神宮，国立科学博物館付属自然教育園

は，その地域周辺市街地と明確に区分で

きた。 
(4) 都心の市街地は，一塊として表示された。 
(5) 森林，水田，畑地，市街地を分類するこ

とができた。 
(6) 水田は，あぜ道（白色）と稲（暗い赤色）

とを区別することができた（Fig.4参照）。 
(7) 川幅の大きな河川は黒色に，川幅の小さ

な河川は白色線（河川植物の影響による）

に分類された。 
(8) 水色に表示された河川の堤外地の裸地

は，生い茂っていた植物がなくなったこ

とを示している。 

  

 
Fig.3 Urban and forest 

 

 
Fig.4 River and rice field 

 
４ おわりに 
2時期のNDVIレベルスライス画像を使う

ことで，土地被覆分類図を作成することがで

きた。 
使用した衛星データは，観測年が異なった

ため，分析結果には経年変化による土地被覆

の違いを加味したものになった。 
今後は，更なる分類精度向上のため研究を

行うものである。 
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